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は　じ　め　に

　限られた國土の地熱利用その他によるエネルギー利用のための自然開発・利用に際しては従来

の一単一目的にしぼった基礎調査，利用計画だけでは不十分である。自然は多様であり，そこに生

活している植生，動物群集さらには微生物群まで含めて，長い時間に支えられて，一つの生物共

同体（Bioz6nose）や生態系（Okosystem）を構成し，自然環境とバランスのとれた発展をしてき

ている。

　また，そこに定住している住民も長い時間をかけて，徐々に自然環境を変えてきた。したがっ

て現在の地球の大部分の地域における人間生活は，その立地固有の自然環境や生物集団の他の構

成員との調和の中に共存している。

　今回の我々の調査対象とされた薩摩硫黄島も，比較的自然環境と調和した半自然生景観からな

りたっている。生態学的にも植生学的にも興味ある閉鎖システムとしての硫黄島の植生や生物群

集の解明は今まで殆ど行われておらず，限られた条件下の調査であったが，一応概猛的な踏査を

行うことができた。さらに本格的な自然環境，とくに生態系の主役である植生の本格的な調査が

強くのぞまれる。

　一般に面積のせまい島の生物共同体や植生ほど周辺からの干渉とくに人為的影響にきわめて敏

感である。したがって，ほんのわずかな人為的干渉に対しても，長い間保たれてきた植生や生態

系のバランスないしはシステムを破壊，再生困難な状態にすることも少なくない。

　硫黄島が将来サンシャイン計画その他で慮然利用や開発の対象に選ばれる場合には，十分な生

命集団，とくに植物社会学，植生学の分野からの本格的調査を実施し，その成果を基礎に闘違い

の少ない利用計画・実施がのぞまれる。本報は硫黄島の植生調査，植生図化の第一報ないしは概

括的予報としてまとめられた。
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1　調 査 地

　薩摩硫黄島は，鬼界ケ島とも称され，九州の南端に位置する佐多川1より南西に約45kmの羅離

にある。亜熱帯海洋性気候の薩摩硫黄島は年降水量2，700mm，年平均気温18。Cである。東西約

6km，南北約3kmの島で，島の東部に立つ海抜703mの硫黄岳を最高峰に，稲村岳（236m），

矢筈山が島の中央部にみられる。古い火山活動の歴史をもつ硫黄島は霧島火山帯に属する海底火

山から発達した火山島であり，200年の歴史をもつ硫黄採鉱がつい最近まで続けられた。島の中

央にそびえる硫黄岳は，現在も火山活動を続けている。

　この島は，！4km東の竹島と38km酒の黒島とともに三島村（鹿児島郡）と総称される。島の西

部にある城ケ原という台地には滑走路が設けられ，磯松崎と永良部崎にはさまれた内湾と，たて

がみ岩脇にある入江とには鹿児島や屋久島などからの船の発着するところとなっている。

　薩摩硫黄島の植生を概観的にみると，島の大部分はリュウキュウチクの群落で占められ，比較

的疎に生育するクロマツ林が目立つ。硫黄岳の頂上付近は火目からの噴出物により植物の生育が

はばまれ，中腹より下部にハチジョウススキの草原が広がっている。

o
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§　　1：50，000薩摩硫黄島
　　　r。。。r　　　　　　。　　　　　　　1。。ひ　　＿＿．．　2㈱　　　　　＿烈三

　Fig。！　薩摩硫黄島の地形および紅置図

Lage　und　Geomorphologie　der　Insel　Satsuma．low
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π　調　査　日　程

　現地踏査による植生調査は，1975年12月24～27βにわたって，宮脇昭他6名で行なわれた。島

内のほぼ全域にわたって植生調査を行ない，96地点から植生調査の資料が得られた。同時に，縮

尺！：5000で現存植生図の原図作製もなされた。

　現地で得られた植生調査資料，現存植生図の原図は次項で述べられる手順で室内作業が行なわ

れた。最終的に，群落単位の決定，現存植生図（縮尺1：10000）が作製された。

皿　調 査 法

　！975年12月，現地踏査による薩摩硫黄島の植生調査が行なわれた。これらの植生調査資料は室

内においてテーブル操作による表組みかえ作業に基づき植物社会学的群落単位の決定が行なわれ

た。現地踏査の際には植生調査と平行して相観による現存植生図の原図が作製され，群落単位の

決定とともに検討を加え現存植生図が完成された。

1．植　生　調　査

　比較的自然植生に近い構i成種をもつ常緑広葉樹の均質な植分（Bestand）から牧草地の草本植物

群落まで含めた硫黄島に生育する多種多様な植分について約100箇所の植生調査が行なわれた。

　それぞれの植生調査に際しては調査対象地域内の全：出現種について階層別に完全な種のリスト

が作製された。　群落階層はi森林のような多層群落については高本第1層B、（Ba田nschicht－1），

高木第2層B2（Baumschicht－2），低木層S（Strauchschicht），草木層K（Krautsch乱cht）に

分けて各階層の全植被度が与えられた。リュウキュウチク群落においては低木層が2層となって

生育している植分で低木第1層S、（Strauchschicht－1），低木第2層S2（Strauchschicht－2）と

階層区分された。各階層の高さはあらかじめ設定しないで，それぞれの群落の成層に応じて決定

された。

　ついで各層の出現種についてBraun－Blanquet（！964）の全推定法（Gesamtschatzung）によ

り優占度と群度が与えられた。

　量的測度としての優占度の階級は以下のように区分されている。

　5：調査面積の3／4以上を占めている。

　4：調査面積の1／2～3／4を占めている。

　3：調査面積の1／4～1／2を占めている。

　2：きわめて個体数が多いか，または少なくとも調査面積の！／10～1／4を占めている。

　1：個体数は多いが調査面積の1／20以下しか占めていない。



4

　十：きわめて低い被度で，わずかな個体数。

　r：きわめてまれに最小被度で出現する。

　定性的測度としては群度が与えられた。万度は調査地内に個々の植物纒体がどのように配分さ

れて生育しているかの測度で量には直接関係ない。5階級に分けて判定される。

　5：ある植物が調査地内にカーペット状に一面に生育している。

　4：大きな斑紋状。カーペットのあちこちに穴があいている状態。

　3：小群の斑紋状。

　2：小群状。

　1：単生。

　優占度，群度のほか，調査植分の隣接群落，人為的影響の有無および程度，調査地の微地形，

土壌条件，水分条件，方位，傾斜など現地で判定しうる範囲で，できるだけ多くの立地条件につ

いて記録された。植生断面，植生配分模式，土壌断薗も必要に応じて調査された。植生調査の一

例はTab．1に示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。！植生調査の一例

　　　　　　　　　　　　　　Beispiel　einer　Vegetationsaufnahme

　Name　d・Gesellsch．　アオノクマタケランークロキ群落

　Aufn・Nr・S－15　　Dat．25．　Dez．19750rt坂元温泉

　Aufn，　von　A．　M，　M．　T．，　K．　S．　u．　Y．　M．

　B　　13m　60％

　S　　6王n　30％

　K　　1エn　60％

£Xp．　u．　Neigung　W20。

　H6heU．M．60m

　　　8×6　qm
　M重krorelief　u．　Boden　やや谷状地

　Artenzahl　　l6SPP．

一瓢＝二㍊瓢兀＝一∬胴．＝頴、．．．．　．

笛縞N，℃為

ト婚鴇

κ伽v

・僅）ヤ

ﾜ

ト緬

3

義，

3　津

コ

旨
ま

詮
㌃

⑧

4・4・クロキ

③

3・3　リュウキュウチク

／・2　タブノキ

十・2　クロキ

十・2．ヤブツバキ

十　　カクレミノ

十　　ヤツデ

十　　ハマビワ

÷　　イヌビワ

十　　ピサカキ

十　オオムラサキシキブ

十　　モチノキ

＋●2 宴cワブキ

十・21カクレ！ミノ

＋；トベラ

十　iコバノタツナミソウ
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2．　群落組成表の作製

　現地調査で得られた調査資料は，ほぼ同一群落に属すると考えられる資料ごとにまとめて，以

下の手順でそれぞれの群落組成表に組まれ最終的に群落表がまとめられた。

　！）植生調査資料の“素表Rohtabelle”へのまとめ。

　2）　素表を“常在度袈Stetigkeitstabelle”に常在度の高いものから並べて書く。

　3）　くヒ部分表Teiltabelle”の利用による区分種群，識別種群Trennarten，　Differentialarten

の発見。

　4）局地的に有効な区分種群の有無による『Z：分解Differenzierte　Tabelle”への組みかえ。

　5）　ζ総合常在度表Ubersichtstablle”による標野種K：ennarten（需Charakterarten）の発見。

　6）　区分表から『洋集表Charakterisierte　Tabelle”やくく群落表Gesellschaftstabelle”への組

みかえ。

　局地的な種の組み合わせによる群落単位は隣接地域の資料や既発表の多数の群落表と比較検討

され，この群落がすでに発表されている群落単位のものか，または新しい群落単紘のものである

かを解明する。さらに群落の上級単位，群落相互の関係などについて考察された。

3．　現存植生図の作製

　薩摩硫黄島のほぼ全域に渡って現地踏査を行ない，縮尺ユ：5，000の地形図を基礎に相観や優

占種による現存植生図の原図が作製された。植生調査資料の整理，比較検討の結果決定された群

落単位を凡例とし，現地で記載された原図，1975，1976年撮影の航空写真により具体的位置と広

がりを修正しながら，縮尺！：5，000で描かれたのが薩摩硫黄島の現存植生図である。

　植生配分模式図は，現存植生の配分を一定間隔毎の断面模式図であり，現存植生図を基図とす

る転化図，機能図である。植生配分摸式図は，地形の変化に応じた植生の配分が具体的に示され

ており，植生学の成果としてまた隣接分野や応用方面に多面的に資料の提供を行なう。

　硫黄島の現存植生図および植生配分模式図については最終的に，縮尺1：10，000に縮じめ印刷

された。
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IV　調　査　結　果

　薩摩硫黄島の現地踏査で得られた92地点の植生調査資料および参考資料は，屋内作業による整

理，比較検討が煽えられ，その結果，以下の群落単位が区分された。島のほぼ全：域にわたる踏査

による現存植生図の作製は，航空写真による検討を加えながら，最：終的に縮尺1：10，000で描

かれた。

1．認められた群落単位

　D　シャシャンボーシャリンバイ群落

　　　yiαecεπε麗ηε　6rαcεθα¢郡ηε一RんαphεoZepεs　配’πわθπαεα一Gesellschaft　（Tab・　2）

　硫黄岳は，薩摩硫黄島の東側半分を占める鉢状火山であり，火口からは今も硫黄を哩拙し海か

らの強風の影響も強く受ける。そのため硫黄岳の山腹は上部は無植生で中腹以下にハチジョウス

スキ草原が広がっている。このハチジョウススキ草原の中で凹状地や風背側には高さ1m前後で

シャシャンボ，ピサカキ，クロキ，シャリンバイなどの常線広葉樹やマルバサツキがマッキー状

に生育している。この風衝低木林は，シャシャンボーシャリンバイ群落にまとめられ，硫黄岳に

広がるハチジ。ウススキ草原の間に点在し，斑紋早早分を形成している。この群落を構成する出

現種数は5～8種と少なく，林床に生育するハチジョウススキ，マルバサツキを除くと大部分が

前述の常緑広葉樹からなる。突出した枝の枯死が臼だつ株もあった。海抜460m付近から先駆相

としてハチジョウススキが風背の凹状地に伊州にみられるようになり，それが低海抜になるに従

って草原となる。海抜350m付近からはハチジョウススキ群落の中にピサカキ，シャリンバイな

どがみられるようになる。

　2）　ハマヒサカキーマルバニッケイ群落

　　　翫r〃ααπαrρεπα舌α・αππα配ωππ1πぜαρ1Lπoεdθ8・Gesellscha｛も（Taも．2）

　海岸線は母岩が露出した断崖，急斜面が多く，ハチジョウススキ，ソナレムグラ，コウライシ

バが植物群落の最：前線を形成している。ハチジョウススキなどの風衝草原に接した内陸側には，

高さ0．8～7mの常緑広葉樹の低木林，亜高木林が岩盤地の間に堆積したわずかな土壌上にみられ

る。亜高木層あるいは低木層を構成する種はハマヒサカキ，マルバニッケイ，アキグミ，シャリ

ンバイなどで林床にはツワブキ，ハチジョウススキなどが高い常在度でみられ，ハマヒサカキー

マルバニッケイ群落にまとめられる。ハマヒサカキーマルバニッケイ群落は，海岸断崖を中心に

生育し，さらに矢筈山の母岩の露出した急斜面や，硫黄岳東斜面末端の穴之浜にもみることがで

きる。
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鞭隅　　　撫繋

＿轡穣臨
灘雛　寒義
　　購．蕪、

耀鼠　齢
鷺
　　鑛馨、

　　お

　　　　炉

，熱、、

蟻’

雛

懇懇．

醸、

擁議

、蟻熱願

1越

難．藩碗
　　轟臨畷．

　　　　　　　　腕弩箋

　　　　　　　　　！熱

瓢諜
’識

、矯

難i

Fig．2　島の西部のたてがみ岩の海岸断崖にはシャリンバイ，ハマヒサカキ，マル

　　　バニッケイなどの低木林がマッキー状の植生をなしている。
Macchilart1ge　K廿sten－Straucher　mit　P1≧‘ψ配Z吻∫～〃ノ～ゐ8Z1α’α，君乙〃ツαω3αゆ〃α彦α，

C∫ノη～ω〃。〃～～‘〃，4妙1z〃01465　u．　a，　auf　den　Meeresfelsen　im　West．Teil　der　Iow．Inse1．

　ハマヒサカキーマルバニッケイ群落の立地は，土壌の堆駈が著しく悪く，母岩が露出している

貧養地であり，農耕地として使えず，地下茎をのばすリュウキュウチクの侵入が安易にできない

土地となっている。また海からの風をまともに受けるため高木林が形成できない。したがって，

生育する樹木は枝を多く分かち，用材’としての価値は低い。そのためマルバニッケィーハマヒサ

カキ群落の多くはムされ，薩摩硫黄i三ゴの森林植生として工：要な働置をしめている。
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Tab. 3 Pinus thunbergn
.t,w-?･/,lull'e{
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H6he d. I.laumschicht(in):
Deckung di. Baumschicht(?6):
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　3）　アオノクマタケランーク臼キ群落

　　　五のεπεα　επ∫θηπ8｛」εα脚8〃ηεP∫ocos　互郡。εdα一GeseHschaft　（「fab．2）

　島の平坦地，緩斜面を広く被うリュウキュウチク群落内でも凹状地や谷あいには，ハマビワ，

タブノキ，ヤブッバキ，カクレミノ，モチノキ，ピサカキ，イヌビワなどを構成種とした樹高

（4）7～！0mの高木林を形成する群落がみられ，アオノクマタケランークロキ群落にまとめられ

る。

　アオノクマタケランークロキ群落は，薩摩硫黄島では最も発達した高木林となることのできる

森林植生である。しかし，ヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹林としては断片的林分と

評価されるにとどまり，幽現置数が11～23種と少ない。アオノクマタケランークロキ群落は高木

層から低木層まで各層を構成する植物の種組成に差異がほとんどなく，カクレミノ，ヤブツバキ，

クロキ，タブノキ，イヌビワ，ピサカキなどが各階層にみられる。草本層にはアオノクマタケラ

ン，トウゴクシダ，ベニシダ，ツワブキなどが生育する。

　アオノクマタケランークロキ群落の分布域は小さく，生育地もきわめて限られている。島の学

校脇には高さ10m前後のタブノキの残存木がある。かつてはタブノキが多くみられたといわれて

おり，リュウキュウチク林内にはタブノキの芽生えや幼樹も少なくない。したがって，島での畑

鍮麟
繕、

　壕驚“欝隔

難

鍛

騒．∴壌
　　．竜日

野隻雛筋

響応翔

講

　　轟『

・早撃
接滋碗　．

Fig．3稲村岳の北側，俊寛堂付近に生育するアオノクマタケランークロキ群落。
　み砂ノ〃～α1ノ～孟6r〃～θ4ガα．5y〃～μ0605　Zτ‘c～4α一Geseilschaft　in　einem　n6rdlichen　Tal　des

　Bergs王namura，
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耕作地，住宅地となっている立地の潜在霞然植生としてはタブノキが優目する常緑広葉樹林と考

察され，今回資料が得られたアオノクマタケランークロキ群落は，その断片と考察される。

　4）　ク日マツ群落

　　　Piπu8　孟んKπbergεε一Gese夏lsckaft　（Tab．　3）

　薩摩硫黄島には自生または植栽されたクロマツ林が集落周辺から城ケ原にかけて多くみられ

る。薩摩硫黄島の植生で高木林を形成する樹種はきわめて限られており，クロマツとタブノキ・

クロキ，ヤブニッケイなど常緑広葉樹が数種にとどまる。したがってクロマツ林は薩摩硫黄島の

景観を形成する重要な構i成種となっている。

　相観的に同じクロマツ林でも，今圓調査資料が得られた8地点では林床にハチジョウススキが

高い被度で生育する林分とリュウキュウチクが高い被度で生育する林分とに大きく区分される。

ハチジ。ウススキが林床に高い被度で生育するクロマツ林は硫黄岳と矢筈山にはさまれた所，穴

ケ浜などの礫岩地でリュウキュウチクが入り込めず，置［；：；状となり降雨時に多くの流水をみる立地

である。火山灰や土壌の堆積，形成はきわめて悪く，出三種数6～12種でクロマツ，ピサカキ，

マルバサツキ，ハチジョウススキ，コシダなどが塊状にある土壌を基盤に生育している。クロマ

ツの樹高も3～6mと限られ，植：被率も4G～7G％の疎林である。林床にリュウキュウチクが高い

被度で生育するクロマツ林はクロマツの植林あるいは自生のクロマツ生育のため定期的に林床の

刈り取り等を行なっている林分である。このクロマツ林は，ヤブニッケイ，オオバグミ，ハマヒ

サカキ，トベラ，マルバニッケイなど常緑木本植物，ツワブキ，ベニシダなどの常緑草本植物を

多く混生する。この群落の立地は，火山灰，風積土，運積土などの堆積があり，放置するとりュ

ウキュウチクが5m以上の高さに生育し，クロマツの活力を弱めたり，クロキ，カクレミノ，ヤ

ブッバキなど常緑広葉樹を多く混じえる傾向を示す。林床にリュウキュウチクが高い歩度で生育

するクロマツ林は樹高（4）7～1！mの林分で，出現種数が（7）15～22種を数える。

　5）　ウラジ臼フジウツギークサギ群落

　　　βωdd’¢ノαひθηεπεfθrα“C「Zero4丁目｛か。η　オrεcんofoηL配ηε一Gesellschaft（饗ab．4）

　集落の裏手のやや湿潤な申状地にはクサギの低木林の生育がみられる。クサギ低木林は群落の

高さ2m前後で夏緑広葉樹のクサギ，イヌビワが優慌し，林床にウラジロフジウツギ，トゲハチ

ジョウシダ，ツルソバ，アオノクマタケランなどがみられ，ウラジロフジウツギークサギ群落に

まとめられた。

　ウラジロフジウッギークサギ群落は，河川わきの土壌の堆積が多くみられる湿潤な凹状の寓養

立地に生育する。台風など大雨の時には流されやすい立地であるため，クロキなどの常緑植物で

なく，生育の早い夏緑広葉樹の生育をみる。薩摩硫黄島全島が海からの影響をまともに受け，リ

ュウキュウチク林が広域にわたって生育することは，ウラジロフジウツギークサギ群落で代表さ
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Tab．　4　　　　Buddleja　venenifera　一

　　　　　　　　　一Geseユ1schaft
　　　　　　　　　ウラジqフジウツギ．…クサギ群落

Nr．　d．　Aufn．
G繍。d．P。。b。f撫、e（，，12）：

i．｛6he　U．き1eer（m）：

　　　　　ヒ　　　　　　の

Expos■t■on：
N。ig・。g（0）、

Hδhe　d．　Strauchschicht（皿）；

Deckung　d●　Strauchschicllt（％）：
1－iδhe　d．　Kraut＄chich七（m）＝

Deckung　d。　Kraut＄chi．ci．．lt（％）：

Artenzahl：

Clerodendron　trichotornum

調　査　番　口

調　1査　磁　積

乎濠　抜　高　毅

方　　　　位
／壌　　　　　　斜・

．低木層の1ゴ1脚｝さ

低木層植被1專：二

草牢層の高さ

草本層植被率
出　澄と　：種　委気

　　ユ

50
　　5

　sw

　　5

　　2

80
0．8
　∠を0

　20

Trenrlarten　d．　Ge＄ellschaft：
　　　C！erodendrorl　trichoto皿um
　　　Budd！eja　venel．1ifera

　　　Pteris　setU⊥Q＄O－COstulata

Begleiter：
　　　FiCus　erecta　　　　　　　　　　　　　　　　イヌビワ　　　　　　S

　　　FicUs　1nicrocarpa　　　　　　　　　　　　　ガジコ．マル．　　　　S

　　　Arしmdinaria　linearis　　　　　　　　　『リコ．ウキ、＝、ウチク　S

　　　Litsea　j我ponic魚　　　　　　　　　　　　　　　　ハマどワ　　　　　　　S

　　　pittosporum　tobil’a　　　　　　　　　i・ベラ　　　　　S
　　　Ca揃e！！ia　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤフ．’ツバキ　　　　　　S

　　　Cinn＆rnomu儀japonic裡m　　　　　　　　　　　　ヤフ．∵ニッケイ　　　　S

　　　CallicarPa　jaPonica　var。　luxunau＄　　；：；rオムラサキシキブS

　　　Polygonum　chinense　　　　　　　　　　　　　　ツノレソバ　　　　　　　K

　　AIpiniaまn．termedia　　　　　　　　　　　　アオノクマタケラン．　K

　　　Cyrtomiu隣　fa！Catum　　　　　　　　　　　　　　　　r｝’ニヤブソテツ　　　K

　　　Op！i＄meRu＄undulat：Lfo！ius　var．　japonicu＄　チヂミザサK
　　　Dryopteris　erythザosor魚　　　　　　　　　　　　　・．．く・ニシ．マ．　　　　　　　K

　　　Niscanthミ・＄cOndel鴬att．1＄　　　　　　・．・チシ．：書「ンススキ　K

　　　E！aeagnu＄　ロ1acro．poda　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオノく1ク’ミ　　　　　　　　K

　　　Paederia　scandens　var。⊥ongituba　　プ’｝！ハへ．クソカズラK

群落区分種

　　　クサギ　　　　　　 S

　　　ウラジロフジウツギS

　　　トゲハチジ鷲ウシダK

随　伴　種

5・4

2・2

i・2

1。2

1。ユ

＋・2

　十

　十

　十

　十

3・3

1、・2

1・2

十・2

十・2

十・2

　十

れる夏緑広葉樹を中心とするマント群落の生育地をきわめて限られたものにしている。

　　6）　リュウキュウチク群落：

　　　　　孟rωπ｛蕩παrεα泥πθα｝・ε8槻Gesel董schaft（Tal）．5）

　　薩摩硫黄島で最も広い面積に生育するのがりュウキュウチク群落である。リュウキュウチク群

落は，高さ8mを上限に多くは4m前後で，80％以上の高い三度をもつジュウキュウチクが優占

する。林内はリュウキュウチクのほかモチノキ，ピサカキ，シャリンバイなどの常緑広葉樹もみ

られるが，多くの場合リュウキュウチクの桿が密生しており，筍とりや各種調査など人々の往来

を困難なものにしている。草本層は0．6～！mで，植被率は比較的低く，リュウキュウチクの落

葉が厚く堆積し，アォノクマタケラン，トウゴクシダ，ツワブキなどがわずかに生育する。

　　リュウキュウチクは南西諸島に広く分布し，風衝性の強い尾根すじ，安定したこ次草原の講成

種であり，最も風衝性の強い立地では高さ1m以下に限定されることも少なくない。
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　リュゥキュウチク群落が薩摩硫黄島て広域にみられるのは，小藺積の火山島てあるため暢に強

いl／σ風を受けており，台風等の影響も少なくないことがあげられる。根系を延ばしてノ1育域を広

げるリュウキュウチクは，その桿や葉が塩分を含む風雨に耐姓が強く，ノ1育が早いこともあげら

れる。

　今回調査資料が智られたりュウキュウチク穰落は，ツワフキ，オオムラナキソキフ，トベラ，

テリハヘクソカスラ，クPマツを区分種とするツワブキ下位単位と下位単位区分種のみられない

典型下位単位とに区分される。ツワフキ下／鋪4位は出現懇懇が（7）11～21種，ツワブキ，トベラ，

テリハヘクソカスラなと沿海ヒ｛立地を指標する種の牛育を多くみる。ツワフキ下位単位と典型下

位単位は，それぞれ，モチノキ・，タフノキ，ヤフツハキ，カクレミノ，ムベなとやフツハキクラ

ス（常線広諏樹林）の構成杯が多くコ育する樋分と，ヤフツハキクラスの構成種をほとんど欠く

三分とにわけられる。ジュウキュウチク林は，入の侵入や部分的な晶死，伐り取りなど林床にそ

の影費をみると常緑植物の牛育が多くなる。急傾斜地て土砂の移動の多い立地，熱熱露出地ては，

リュゥキュウチクをささえている根蓬かはれすノ1肩をみない。そしてそれらの立地ぱ襟回やハチ

ショウススキ群落，ハマヒサカキ，ノやリンハイなどの當緑低木林の生倉地となる。

　　　　　　　　鶏g4　リュウキュウチク穣落。
Dle五～‘ノκZ〃7αノ～‘z∠～〃‘・αη～一Gesellscl〕aft　blldet　2－3　m　hohe　dlch亀e　Bestande
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　ア）　ハチジョウススキ群落

　　　醗scαπ三吉8　coπdθπ8α加8・Gesellschaft（饗ab・6）

　硫黄岳の1欝欝や海岸の前線近くには高さ！m前後のハチジョウススキの草原がみられる。これ

らのハチジョウススキの草原は，繊軽種数1～5（7）種ときわめて限られており，ハチジョウス

スキ以外の出現種は細かな立地条件の差に応じて生育している。この草原はハチジョウススキ群

落としてまとめられた。

　ハチジョウススキは関東から南西諸島にかけての海岸断崖，崖錐地の自然草原を構成する多年

生草本植物である。薩摩硫黄島は全島が海からの影響を強く受け，現在も喰火を続けている硫黄

岳の喰出物，ガス等も島の植生を大きく限定している。そのため硫黄岳の1謡講は本来海岸断崖な

どにかぎられているハチジョウススキが先駆植生として入り込み，その生育地となっている。山

腹のハチジョウススキ群落は娼現種数がきわめて少なく1～3種にすぎない。この植分がハチジ

ョウススキ群落，マルバサツキ下位’｝．位とされる。海岸のハチジョウススキ群落はホソバワダン，

Fig・5硫黄岳の山腹のハチジョウススキ群落が広がる。凹状地はシャリンバイ，

　　　ピサカキ，クロキなどが小塊状にみられる。

工nVertlefungen　der　niedrigen　M∫∫ζ2απオ1z～‘∫60ノπ18ノ～5硯～‘∫．Gesellschaft　auf　den　Hangen

des　Berges玉ow　bildet　sich　ein　krummholzartiges　Gebusch　mit　Rlz妙1～～o勿）～∫’〃2め8〃α如、

E・・⊃，・・ノ・・！・…～ω，あ・〃ψZ・ω5傭ぬaUS．
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Tab. 6.  Miscanthus condensatus - Gesellsbhaft
 .,Ntf-i.t.-,･T7v.z:L--,･tfi1.･iiL,'

 1-.5:Untereinheit von Rhododendron tamurae --wL.NM±,)ige'T"fJZ･tli'.Sltl
 6-13:typicurn,tlig}fi!JF'･f.J.,1･l"-f)[n

a4-19:Untereinheit von Crepidiastrum lanceolatum TXhS'VS'>"l'1{il-iiLSZ'

Nr. d. Aufn.:
Gr6Be d. probeflache (m2):

H6he U Meer(m):
Exposition;
Neigung(O):

H6he d. Vegetation(m)t
Deckung d. Vegetation(%):
Artenzahl:

itVi･d}.-?i?-tS-

iV･l･el[fiiiiiC

;iij,.lki:':i.

;lj'g,ltl

{4nyl$:I･

tslilmLkoi:";J'6

:tif.{ltki･{:f.

il{IJL･f･tfi-fa

  1
 50
 6o
  E
  5
o.6
 30
  3

  2
 50
 6o
  E
  5
O.5
 35
  3

  3
 5o
 65
  E
  6
O.3
 20
  3

  Z, 5
 8o 7
100 320
  N

 -10 L
O.7 O.4
 6o 90
  22

  6
  4
150
  1(

 10
o･5
 95
  2

  7
 -15

40o
 NW
 20
O.2
 3o
  1

  8
  3
tlOO

 Msr

 20
O.3
 85
  1

  9
 15
ltoO

 M"
 25
O.3
 3o
  1

 ao
200
  3

  L
o･5
 30
  2

o

11
9

3

L
.8

8o
 1

 12
 25
  5
  N
 8o
O.3
 20
  2

 13
  6
 10
  E
 8o
O.5
 8o
  3

'I U-

8o
'10

  L
o.6
 tl-O

  2

a5
9

IO

  L
1.2
 6o
  3

･16

2ts

'io

  L
1.2
'100

  IE･

o

a7
4o
10
s;"

t5
.8

50
5

1

18

10
･15

NE
 70
.2
98
5

 19
  2
  3
  E
 8o
O･3
 30
  5

Trennart d. Gesellschaft:
  }Ii$canthus
Trennarten d.

condensatus
 Untereinheit:

  Rhododendron tamurae
  }li$tiopteris incisa
Trennarten d. Untereinheit:
  Crepidia$trum lanceola"ml
  Farfugium japonicum
  Peucedanum japenicum
Begleiter:
  Eurya emarginata
  Cinnamomum daphnoides
  Carex scabrifolia'
  Eurya japonica
  Elaeagnus umbellata
  Canavalia lineata
  Lys2machia mauvitiana
  Fimbristylis cymosa

Dat. Il"]I,idfiJ]H :1-4,lo--13:26

ort.IliSj"Eide :1-4, '
       -- .
10-a3:)tb-lk:Anagahama

,ill'ii'Xixlt>S･l･fF.

 1xif" >' g t;1 .?: .11 ;it-

1;,t{iliV,fil,1[tt.tJ)･i.tr[

 w?Lv-<-v･i)le?

 v:i-2l;fiV/7'
-];･f,:c.iY.f,li'xlb)･i･fPl

  rSKVy"i/79'tz

  syV7?
 ;]'.'9)･.;･l,tr),7T?

-'t/t'l!･vtri.

 .x=.U".}-thl-

 -??L!S'"":,tr･"t

 ';''tll"
 it -ih t .J-.

 7' k 9'i

 .x?if-9?pt
 A-:.;ii,.',Z

 ).-1'b-lt'i-]･-yX-

Dez･ 197s. 5--9,14-a5
         , s--g,a4-as

'

'

2･3

r. r2
I

Lt

  2･3 2･2 3･3 5･4 5･5

  + + 1.2 '1.21･
-+= 2ma i- -: --= '

a7:24. bez. 1975.
17if t"'7;'l'LBerg. Iow,

16,

 a6

1･1

18-19:25-
:ACi,'FiLJ}l･ Bad

2･3 5･4.

Dez. 1975.
Higashi,

3･3 3･3 5･4

18-19:'iil;i'i!IDorf.

2･3

+

4･･4-

2･2
 +

 .

3･3

P:r
rL .:- um

3-3

2. 2

2･3

5･5 3-3

+･2 2･3
+.2 +.2

a.2

+

+

5･4

+.2
 +
 +

'1･2

2･3

i-: X

 ･I
2=aj

+.2
+.2
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ボタンボゥフゥによりホソバワダン下位単位として区分され，海岸断崖，崖錐の自然草原といえ

る。

　8）　ハマササゲーグンバイヒ：ルガオ群集（海岸砂丘植物群落）

　　　Vig鷺。一豆pomoeもum　pes－caprae（K義ste徽一D髄nenvegetaもio聡）（Tab・7）

　薩摩硫黄島の海岸線の多くは岩礫地であり，集落の付近に限られて砂丘がみられるにとどま

る。海岸砂丘の大部分は人の往来などで裸地化しており，一部にグンバイヒルガオが小塊状にみ

られる。

　高さ20～30cmのグンバイヒルガオが二度・二度4・4で生育するこの植生は，南九州以南の南西

諸島の海岸砂丘に広くみられるハマササゲーグソバイヒルガオ群集の断片である。ハマササゲー

グンバイヒルガオ群集は東アジアの亜熱帯～熱帯の海岸砂丘を特徴づけるつる植物のグソバイヒ

ルガオとハマササゲ（ハマアズキ）によって標徴および区分される。

　海岸砂丘は，砂の移動，塩分を含む水の供給，著しい変化を示す地温など植物の生育にとって

きびしい条件となっている。そのため，海影砂丘に生育する植物の種類は限られ，～般に出現種

数が2～5種別10種をこえることは少ない。

Tabの　7　　Vigno　一　工pQ田oetu田　pes－caprae

　　　　ハマササゲーグンバイヒルカオ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　レナNr．　d．　Aufn：
G・6β・d．P・・b・fla・h・（m2）・　　　訴厩｝　猷
1｛δhe　Ug　Fleer（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　海　抜：高　浪l

H）xposition：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ∫　　　　　’1し1’：

Neigung（O）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヒ買　　　　　　余こi・

Hdhe　d．　Krautschicht（m）：　　　　　　　　　　．’11：本」轡の｝｝’巧さ

Deckung　d．　Krau七schicht（96）：　　　　　　　苧：本層季II「〔被率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　ヰ見　種　数

　1
コ．0

　ユ

　L
O．3
65

　1

　2
30

　1
　S
　5
0．2
70

　2
Kennart　d．　Ass．＝　　　　　　　　　　　　　群集聴聞種

　工pomoea　pes－caprae　　　　　　　　　グンバイヒルガオ　4・4

Begleiter言　　　　　　　随伴種
　Paederia　scandens　var．　maritima　テリハヘクソカズラ　●

Dat．：調査　H　　　25．　Dez．　　1975
0rt　：誰iイ蚤圭慮　　　剖1ギ客膨み　bei　der　siedlUlig

ノま・4圭

十
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　9）チガヤ群落

　　　1｝πPθrαfα　c〃Z’泥｛かεcαvar・んoeπε9εε“Gese蓋lscha｛も（Tab．8）

　海岸砂丘の後背地はやや湿潤な立地となっており，チガヤの優占する草原がみられる。ハマサ

サゲーグンバイヒルガオ群集に続く内陸側に生育するチガヤ群落は，チガヤの他にグンバイヒル

ガオ，ハチジョウススキ，テリハヘクソカズラが生育する。放．置するとリュウキュウチクやクロ

マツを混生することが予想される。

τab．8 工mperata　cy工indrica　var．　koenigli－Gesellschaft
チガヤ群落

醤r．　d．　Au負1．；

Grδf乙e　d．　PrQbef’1ache（m2）：

H6he　U．　Meer（田）：

Exposition：
NeigUn9（0）：

Hbhe　d．　Krautschicht（m）l

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah！：

調査＝番』．響’　　i

調　査　面積　　　20

海　抜高度　　　　2

ソ∫　　　　　　　　S

傾　　　　斜　　　5
草本層の高さ　　0。8

　　　　　　　90
P　上種数　　　 な

Trem獄rt　d．　Gesenschaft：　　　　　群落区分種
　工mpera七a　cylindrica　var。　koe1．】igii　チガ』ヤ　　　　　　　　4。4

Beglei七er：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随　 伴　 種

　Ipomoea　pes℃ap「ae　　　　　　　　　．ク．』ンバ．イヒルガオ　2・3

　Niscanもhus　colldensatus　　　　　　　ハチジョウススキ　1・2
　Paederia　scandenS　var．　maritin｝a　テリハヘクソカズラ＋・2

王）at．：、話1‘査　1．1　　　　27．　Dez．　ユ975，

Ort　：5i題　イ築　ナ邑　　　　　吝1～落駐筋bei　de虻　Sied！ung

　栂）　ツルナ群落

　　　　丁θfrα90πεαfefrα90π0ε4θ8圏Gesel董schaft（Tal）．9）

　部落近くの海岸砂丘で，海からの打ち上げ堆積物を多くみる立地は，富養化している。このよ

うな立地は，海岸線に沿った線状あるいは点線状にみられ，ツルナの生育をみる。

　ツルナは長さ5cm前後の多肉質の葉を広げる多年生草本櫨物である。ツルナの分布は北海道

西南部以南の海岸砂地に広くみられ，野菜としての栽培も一部で行なわれている。

　今回現地踏査でみられたツルナ群落は部落脇1ケ所にとどまり，きわめて限られた面積をみる

にとどまった。
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Tab。g　　　　　　　　Tetragoria　tetragoroides
　　　　　　　　　　　　　ツルナ群落

き寵譜景品。f、、。。。（。・）、

猛6he　U．　Neer（田）：

Exposition：
N。igung（O）、

｝｛6he　d．　Krau℃schicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Arもenzah三：

一　Gesellschaft

調　1査　番　．弓一

調　査　．lf鐸　率責

1厩　抜　高　度

．方　　　　　　．位

．傾　　　　　　斜・

：：県ニオ対習グ．）1霧さ

：草本1鱒オ直被尊二

出　耳乳　秘1　数

　　　1

0．25

0．5

　　　L

O．05

　　20

　　　1

Trennart　d●　Gesellschaft：
　　Te七ragori猷　te℃ragoroides

Da七．＝調査　【：：i　　　25．Dez．　1975．

Ort●＝犀凋イ藪士也　　　　目算客灯6カ　bei．　der　siedlUI19

群落区分種

　　　ツルナ 2・2

　　11）　ハマホラシノブーユノミネシダ群落

　　　　　　Sρんθπωπerls　6漉orα・πε8オεopfer‘8επcfsα一GeSellsc蓋a£t（雪ab．10）

　　島をおおうサユウキュウチク林をぬうように設けられた道路は，大部分が未舗装である。リュ

ウキュウチクが道路などの開放景観域と接するところにはユノミネシダ，ハマホラシノブの群生

地がみられる。分布域が限られているユノミネシダは，島に限ってみれば比較的一般的な植物で

あり，リュウキュウチク林などのソデ群落の構成種で，枯れている沢の両わきにも多くみられ

る。水分条件にめく・まれ，光の供給も十分な立地に生育するのが，ユノミネシダとハマホラシノ

ブを区分種とするハマホラシノブーユノミネシダ群落である。

肇）ab。10　　Sphenomeris　beflora－Hi＄tiopteris
　　　　　　　ハマホラシノブーユノミネシダ群落

Nr。　d。　Aufn．：
G。6B。　d。　P。。b。fla。h。（m2）：

Hdhe　U．　Meer（測）：

Exposition：
N・igung（o）、

Hδhe　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krauもschicht（96）：

Arterlzah1：

コ　　　　　　　　　　　ゆ

エnc■sa－Gesellschaft

調　招託　番　修・

調　釜菱　面　孝責

言毎　抜　高　二

方　　　　位

傾　　　　斜・

草本層の高さ
草本層1・直被綿三

出　碁と　手lll　．数

　　1

　　2

　　3

　　N

80

0。2

　20
　　2

　　2

　　＝L

220
　　S

50
0．1

15
　　3

　　3

　　1

　20
　　S

85

0．2
70

　4
Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　群落区分種
　　Sphenomeris　biflora　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマホラシ／ブ　　！・2　　！。2　．ら・傷

　　Histiopもeris　incisa　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．／ミネシダ　　　2・2　＋・2　　1。2

Begleiter：　　　　　　　　　随伴種
　　Mi＄can七hus　condensaもu＄　　　　　　　　　　　ハチジョウ．ス．スキ　・　　牽。2

　　Farfugium　ja茎）o沿iCU揃　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツワブキ　　　　　　　・　　　　・

　　Dryopteris　nipponensis　　　　　　　　　　トウゴクシダ　　　・　　・

Dat・；調査　日　　　Nr。ユ書　16。1）ez・　1975・　漣r・2：　24と．Dez．　1975．　Nr．3：

Ort。：．調査地　　　Nr・1：穴そr浜Anagahama　Nr●2：．硫黄量：吾Berg　工ow　　Nr．3：

　　　　Bad・　Sakamoto

　　o

　十
（＋・2）

25・Dez。　19．75
坂元拮乱砦ミ
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　さらに硫黄岳山腹の岩盤地にも，ユノミネシダ，ハマホラシノブが叢叢をぬって生育してい

る。一部は火山活動の結果騒出するガス，水蒸気の影響を強く受ける立地にもみられる。

2．　植　　生　　図

　薩摩硫：黄島は九州南端の佐多岬の南西に位置する火1．Ll島である。島の東部は海抜703。7mの成

層火山，硫黄岳で占められ，硫黄岳の山腹は爾の矢筈山，稲村岳につながり，西端は城ケ原の放

牧地，飛行場さらにたてがみ岩，黒島崎などの断崖地となっている。

　薩摩硫黄島の植生も地形の変化に対応した配分がみられる。かつて硫黄の採鉱も行なわれ，現

在も喰出物，ガス等を噴｝：1二1している硫黄岳山頂の火口付近は，大部分が無植生となっている。無

植生域は山頂の火口付近より函側斜面で海抜450mfづ‘近，東側斜面で海抜250m付近を境としてい

る。それ以下の海抜になるとハチジョウススキが火山の噴出した砂礫が堆積し安定した立地を中

心に斑紋状にみられるようになる。ハチジョウススキの生育面積は海抜高が低くなるにしたがっ

て広がり，谷状の現在も崩壊や砂礫の移動が続く糊地を除き，面としての生育をみせる。ハチジ

ョウススキ群落の中にみられる低木類はシャシャンボーシャリンバイ群落にまとめられる林分で

あり，西側斜面では海抜350m付－近より下部で塊状にみられる、シャシャンボーシャリンバイ群

難…

．麟

　　　　Fig．6　硫黄岳山頂付近ぱ火山活動が続き，無植生域となっている。

Der　Gipfel　des　Berges　Iow（704m）tragt　wegen　der　SchwefeLFumarolen　keine　Vegetation．
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灘饗蟹灘
灘灘幽間

Fig．7　稲村岳（236m）は代償植生としてのりュウキュウチク群落で金山を覆わ

　　　れている。

Der　Berg　Inamuradake（236m茸．　M）ist　gallz　mit　einer滋1w～♂～〃α1’～αZ∫〃6αノゴ∫・（Zwerg・

Bambus．）Gesellschaft　bedeckt．

落はハチジョウススキ群落中で，風当りの弱まった嚢状地に生育する。

　硫黄岳の砂礫が移動しやすい立地は山腹から山麓にかけて水の流れない川を呈している。その

末端である藻草付近は，自生のクロマツが林床にハチジョウススキ，ミズスギ，マルバサッキ

などをともなって生育する。火山灰，風積土，運積土が堆積した硫黄岳裾野，稲村岳，矢筈山下

部やそこにはさまれた低地，城ケ原は，その大部分が高さ4m前後のリュウキュウチク群落で占

められている。稲村岳はほぼ全由がリュウキュウチク群落に被われている。矢筈山と稲村岳には

さまれた鞍部，城ケ原には高さ5mにたつするクロマツの生育も多くみられる。リュウキュウチ

クの刈りとりをながいあいだ行なっているところでは，活力の低下している個体もみられる。城

ケ原は，かつて耕作地も点在していたが，現在，飛行場および関連施設で中央が占められ，周辺

には放牧地やリュウキュウチク群落が多くみられる。

　薩摩硫黄島の森林植生は高さ5mをこえるアオノクマタケランークロキ群落が硫黄岳と矢筈山

にはさまれた沢の下流部，集落の東側を中心に小塊状にみられ，矢筈岳の山頂付近の母岩地には

ハマヒサカキーマルバニッケイ群落がみられる。部落内には高さ10mのタブノキが生育し，島で

最も樹高のある常緑広葉樹である。
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1羅轟難懇 一欝一

難難鱗

　　　　　　　Fig．8　城ケ凍には放牧牧野が広カミる。

Viehweide，　die　Jogahara．Bezirk　sich歌usgedehnt　ist（W．Teil　der　Insel　Iow）．

　薩摩硫黄島の海岸線は大部分がきりたった断崖と礫地で占められており，ソナレムグラ，コウ

ライシバ，ホソバワダン，ヒゲスゲなどが岩隙地にみられる。西海岸のたてがみ岩にはソナレム

グラ，コウライシバ，ヒゲスゲ，ホソバワダン，ハチジョウススキ，ハマナデシコ，ツワブキ

が，ハマヒサカキーマルバニッケイ群落の前線に点在してみられる。東温泉付近には岩礫地にコ

ウライシバ，ハマナデシコ，ホソバワダン，（シオクグ），シオカゼテンツキが生育する。
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y　考 察一薩摩硫黄島の植生学的特性一

　薩摩硫黄島の樒生は火山活動を続ける硫黄岳と常に強い影響を及ぼしている海風によって特徴

づけられている。

　薩摩硫黄島の草本植生を代表するのがハチジョウススキであり，ほぼ全島にみられる。ハチジ

。ウススキの群落は暖流の流れる表日本南部の沿海地の向陽斜面に生育する自然植生あるいは半

自然植生であり，南西諸島でも海に面した斜面に限られ，一般にはススキの生育地となる。しか

し，薩摩硫黄島の草原は，二次草原であってもハチジョウススキが優占する植分をなす。

　つねに噴火を続ける成層火山の硫黄岳は，その山頂から山麓にかけて噴出物，海抜高，立地の

崩壊性の強さ（不安定度）などの環境傾度の変化に応じた植生の配分がみられ，Fig，2のように

まとめられる。

Fig．9硫黄島酉部より，稲村岳（236m手前），硫黄岳（704m後手）を望む。集

　　　落付近はクロマツ林が多く，稲村岳はリュウキュウチク群落で占められ，硫

　　　黄岳は無植生およびハチジョウススキ群落が広がっている。

Aussicht　von　W－Te韮der　IowJnsel　auf　den　Inamuradake（236m　NN）in　Mittelgrund

und　den　Iowdake（704m　NN＞in｝｛1ntergrdnd．　In　derてJmgebung　der　Siedelung　wachst

eln　P1擢’3〃～〃〃～78／g1’一Forst．　Der　Inamuradake　ist　m三tノ曳ア・’〃～‘～～〃α’・～‘置〃〃8ご〃ゴ∫bedckt．

Der　G三pfel　des　Bergs　Iowdake　tragt　wegen　（1er　Schwefln　und　Fumarolen　fast　keine

Vegetation．　Nur　die　A五5cα〃〃L～6500〃4θ〃5磁郡．Gesellschaft　kommt　dort　sparkch　vor，
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山頂（不安定地＞
Gipfei

儲盤押㈱）

山麓（安定地）

Berg・Fuβ

（，、漁、e

　　　　　　　無　　植　　生
　　　　　Vegetat呈onslose　Flache

　　　　　　　　　↓

ハチジョウススキ群落先駆相
Pion三er・Phase　der　Miscanthus　condensatus・Gesellschaft

　　　　　　　／

ハチジョウススキ群落
M…scanthus　condensa軸s－Gesensch，

　　　　　1

リュウキュウチク群落

Arundinaria　linearis・Gesellsch．

　　　　　　＼

　）

（謎けω

シャシャンボーシャリンパイ群落
Vaccinium　bracteatum・Rhaphiolepis　umbe韮lata
・Gesellsch．

　　　　　　　1

　〔　ハマヒサカキーマルバユッケイ群落
　Eurya　emarglnata－Cinnamomum
　daphnoides・Gesellsch．

Stabile　u．　ausgeglichene　　　　　　アオノクマタケランークロキ群落

　　　　　　　　　　　　　　Alpinia　intermedia－Symplocos　lucida・Gesellschaft

　　　　　　Fig．10　環境傾度に応じた群落配分模式（薩摩硫黄島）

　Schema　der　Gesellschaftsverteilung　und　ihrer　Stand　orten　auf　der　Satsuma一三〇w－lnse1

　薩摩硫黄島における環境傾度に応じた植生配分は，硫黄岳をモデルケースとすると上記の系列

に配分される。山頂から山麓に向って植生の生育にとっての環境，つまり立地条件は良好にな

る。それに応じて同心円状に植生の群落高，出現種数が増加し，群落構造も多層化を示す。

　これらの植生の配分が島を特徴づける景観を形成し，島の自然環境を豊かなものにし，人々の

生活を支えている。とくにクロキ，タブノキ，ヤブニッケイ，ヤブッバキなど常緑広葉樹の高木

と低木は防風や防塩害の点などから家屋や耕作地の保全に重要な働きを果してきている。限られ

た樹高や本数であっても，これら常緑広葉樹は島の自然環境のかなめと評価される。

摘 要

　1975年！2月24日～27日にかけて日本列島の南端にある鹿児島漉油児島郡三島村の薩摩硫黄島の

現地踏査が行なわれた。約100地点で得られた植生調査資料は，植物社会学的な群落区：分が行な

われ，以下の群落単位が決定された。岡時に，決められた群落単位を凡例として縮尺1：10，000

で現存植生図および植生配分模式図が作製された。

　シャシャンボーシャリンバイ群落

　Vαc6∫ノz伽z伽・’8α薦2ルR吻んゼ・Zθμ∫・‘励θZZα診α一Gesellscha壬t

　ハマヒサカキーマルバニッケイ群落
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肋翼醐α・ψα如一α・η・岬・”㍑〃’昭ψπ・∫4…Gesellsch・ft

　アオノクマタケランークロキ群落

　ノ1φ∫ノz∫αゴπ診θηηθ読α一＆y／74》Zo605伽ご4α・Gesellschaft

　クロマツ群落

　P∫πz‘∫孟ん㍑ノzみ6rgだ一Gesellschaft

　ウラジロフジウツギークサギ群落

　B㍑44勿嘘τθ7zθπ旋rα一α8ブ048／z4彫7π孟万‘1乞。孟。駕z〃7z－Gesellschaft

　リュウキュウチク群落

　〆レ観読アzαアー∫α距π8αプ♂5－Gesellschaft

　ハチジョウススキ群落

　Mゴ56α7～抗μ∫ωπ46π5α彦祝5－Gesellschaft

　ハマササゲLグンバイヒルガオ群集

　Vlgno－lpomoetum　pes・caprae

　チガヤ群落

Z吻㈹’α娚ど励・ガ6αvar．ん。θ7卿∫一Gesellschaft

　ツルナ群落

　丁8孟ノρα80／zピα’θ孟1・αgoπo∫465－Gesellschaft

　ハマホラシノブーユノミネシダ群落

　のんθη0773ε擁5ゐ卯orα一H∫5畝ψ孟8万5勿6ゴ5α一Gesellschaft

　薩摩硫黄島の植生は，島内の最高峰硫黄岳（703m）に例をとると山頂から山麓にかけて以下

の群落系列が明らかにされた。

（山頂）不安定地

　　　　　　　　　　　　　　／
無植生＿＿レハチジ・ウス鰭
　　　　　　　　群落先駆相

　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1．i麓）安定ま也
ハチジョウススキ群落
　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　リュウキュウチク　　　　　アオノクマタケラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　～洋落　　　　　　　クロキ群ラ客
　　　　　　　　　　／
シャシャンボーシャりンバイ

　　　　　群落他
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Zusammenfassung

VegetatioR der Insel Satsuma-Iow

von

Akira MIyAwAKI, Kunio SuZuKI, Mikio ToHyAMA, Hiroko OHyAMA,

      Kozou KAwANo, Yukira MocmDA und Taichi OHsHIMA

    Von 24. bis 27. Dezember 1975 wurde eine pflanzensoziologischen GelEnde-Bearbeitung

auf der Satsuma-Iow-Insel darchgefUlt, die 100 km SW der Stadt Kagoshima im Chinesischen

Meer liegt. IeO pflanzensoziologische Vegetationsaufnahmen wurde in fast allen Teilen

der Inse} gemacht. Durch die Zusamrnenstellung dieser Anfnahmen zu Tabellen und deren

Ordnung und Vergleich wurden folgende Gesellschaftseinheiten erkannt und definiert, die

zugleich in der Karte der realen Vegetation (MaBstab 1: 10 OOO) und in einer schematischen

Karte der Vegetations-Verteilung im gleichen MaBstab kartiert wurden;

  1. Vaccinium bracteatum-Rhcrphiolqpis umbellata-Gesellschaft

  2. Eztirva emarginata-Cinna7nomztm dtiphnoides-Gesellschaft

  3. Aipinia intermedia-,Sy77rplocos lucida-Gesellschaft

  4. Anztsthztnbeng'ii-Gesellschaft

  5. Buddloja wenendera-Clerodendron trichotomttm-Gesellschaft

  6. Arundinaria lineaf-･is-Gesellschaft

  7. A4iscanthzts condensatzts-Gesellschaft

  8. Vigno-Ipomoetum pes-caprae
  9. I7itperata aylindrica var. feoenigii-Gesellschaft

 10. Tetra.aon'ia tetragonoides-Gesellschaft

 11. iSlt)henomeris bijZora-Histiopteris incisa-GeseHscha'ft

Der h6chste Berg Iowdake (703m U. M.) der Insel zeigt vom Gipfel bis zum FuB folgende

Gesellschafts-Folge (vgl. Fig. 10):

(Gipfe, Labile u. extrerne Standorte)

     Vegetationslose Flache - Pioner-Phase der A4t'scanthtts conde7zsatus-Gesellschaft

   > Miscanthus condensatus-Gesellschaft - A7'undi7zaria linearis-Gesellschaft -

  X Yaccinium bracteatum-Rhciphiolepis/

    umbellata-Gesellschaft

Aipinia intermedia-,S[y77iplocos lztcida-Gesellschaft

                                       (BergluB: Stabile u. ausgeglichene Standorte)
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Dendropanax七rifidus

　　S七aun七〇nia　hexaphylla
Sons七ige　Arもen：

Alpinia　in七ermedia
Ilex　in七egra

Rhaphiolepis　uInbella七a
恥rya　5aponica

S－1

Ficus　erec七a

瑳七＄ea　japo痕ca

Machilhs　七hunbergii
Sy搬P王OCOS　lucida

Elaeagnus　macro茎）hylla

DryOP宅eris　捻ipponensis
Faもsia　japonica

Eurya　emarginata
Cinηamomum　daphnoiδes
Rhododendron　もamurae
Vaccinium　brac七eatum
Psilo七u鵬nudu溢

Carex＄ocia七a
S田ilax　＄ebeana

DicranoP宅eris　dicho七〇Bla
Ardisia　sieboldii
｝｛is七iOP七eris　i筑cisa

　　　　　　　　　　　　　　　　　K

オオムラサキシキブS－1S－2

　　　　　　　　　　　　　　　　　K

トベラ　　　　　S－is－2

テリハヘクソカズラS－2K

クロマツ　　　　　3　S－2
ヤブツバキ　　　　　S一ま　S－2’

カクレミ．ノ　　　　　　S－1

　　　　　　　　　　　　　　　　S－2

ムベ　　　　　　　　　S－2K

5・5　　5・4を　5・4　 594・　な●4　　4』・4士　5・5　　5・5　　5●、5　　5。5　　5・4　 5・4　　5。5　　3鱒3　　5。4飴　5・4を

その他の種

　アオノクマタケラン

　モチノキ

シャリンバイ

ピサカキ

イヌビワ

ハマビワ

タブノキ

クロキ

オオバグミ

S－1

S－i

S－1

トウ、ゴクシダ

ヤツデ

ハマヒサカキ

マノレバニッケイ

マルバサツキ

シャシャンボ

マツバラン

タシロスゲ？

ハマサルトリイバラ

コシダ

モクタチバナ

『ユノミ．ネシダ

S－i

　　　　K

　　　　S

　　　S－2

　　　S－2

　　　s－1

　　　Sr2

　　　S－1

　　　S－2

　　　S口1

　　　S－2

　　　S－2

　　　　B

　　　S－2

　　　S－1

　　　S－2

　　　K：

　　　S－2

　　　S麟2

　　　S」2

　　　S－2

　　　S－2

　　　K

　　　K

S－2K
　　　K

s－iK
　　　・K

●

●

o

●

■

o

o

o

o

●

工・2

　●

　●

　十

　十

　■

　●

　●

　o

　■

　o

　●

＋・2

　●

　●

　●

　●

　●

　●

　■

　o

　o

　o

　●

　0

1・ユ

1．。2

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

o

●

●

●

o

●

十

●

　●

　6

　●

　o

　●

　●

　■

　●

lL・．■

1三丁乞『τ．穂｝；「．三Σ｝

1準　　．　　．

1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

1．　　．　＋．2

1．　　＋　　．

L．二＿三二主　土

1・2

　●

　十

　十

　■

　o

1●2　 i。2　 1。2　＋◎2
162　　　窪01　　　　十　　　　　十

　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o

　十　　　　　・　　　　十　　　　十

　÷　　　　十　　　　十　　　　　●

　●　　　　i●ユ　　　1■1　　　　●

　　う『一3町　うF∫一一一｝一｝一『一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　●　　　　・　　　　．　　　　　　　　　　1

・　・　　　ユ．・2　　1
　・　　　。　　　＋　　　　　　　＋・21
F一　一　一一　一　一一　一一　一　｝　＿　＿　＿　＿＿一＿　＿　一　司

　・　　　　十

　〇　　　　　　　　　　　　●

1・2　1・1
＋　2　　＋

　●　　　　　　　　　　　・

　十　　　　　●

　●　　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　　　●

1・2　　・

　o　　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　　　・

　●　　　　　　　　　　　o

　●　　　　　　　　　　　●

o

●

◎

●

●

●

o

o

o

O

●

o

●

●

十

〇

●

●

●

o

o

O

o

■

D

●

　●

　●

＋・2

1・2

　●

　●

　●

　●

　●

　●

　●

1・2

　●

　●

　●

　o

　●

　●

1・2

　●

　o

　o

　o

　●

　●

3・3

2。2

　●

　十

　●

2・2

　0

＋。2

　●

　o

　十

　■

1・1

　■

　十

2・3

　■

　●

　o

　●

　十

　●

　●

　●

ユ・2

　0

　0

2。3

　0

　十

　十

＋62

1・2

　●

　十

　●

　十

1・2

　●

1・1

　●

　十

i・2

　0

　0

　0

　0

　÷

　●

　■

　o

　●

　●

　●

●

■

■

●

　十

　●

　o

　●

　●

　●

千・2

　●

　●

　十

　●

　●

　●

　●

窪・2

　0

　0

　●

　o

　o

　D

　●

　●

　■

　，

●

●

o

●

　●

　●

　●

1・1

ユ・2

1・2

　0

　0

　●

　●

　o

　●

1・：1

2・2

2。3

　0

　0

　÷

i。2

　●

　●

　0

　■

　●

　●

　●

十

●

●

o

十

●

●

■

●

÷

■

十

●

十

●

●

●

●

十

●

・　　P

o

■

●

●

●

十、

●

o

●

一●一一 ﾑ一一一＝一…一r下骨『皿甲＝門
■　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　●

■　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・

　十

　●

　o

　o

　■

　●

　●

　●

　o

　◎

　●

　●

　●

　●

　●

十・2

　十

　〇

　〇

　●

　o

　●

　●

　●

　●

　，

　■

　o

　●

　÷

1・↓

　●

　●

　0

2・3

　0

　十

．2。3

　●

　●

　o

ま・2

　0

　●

　●

　■

　●

　十

　●

　o

　■

　十

　〇

　■

　●

＋・2

1・1

2・2

　0

1・1

　●

　●

　●

1・1

　●

　o

　十

　●

　十

　十

＋。2

　●

　■

＋・2

　●

出現一國の種

AuBerde磁．　je　ei㎜al　ir主Auf聡ah殿e醤r．6；　Castanopsis　cuspida℃a　var。　sieboldii　スダジイS42。2，S－22・3；　i雛7：　MaUo七us
S－1・lih　h・M・…au・七・・1i・シマグワS－2・，　P・ly9…m・hi脚・eツルソバK・；加i2・Bu・㎝・磁…phylla　va・・」・p・ni・・
Scu℃ellaria　iRdica　var．　parvifoliaコバノタツナミK＋，　Woodwardia　orie就alis　var．　fbr顯osanaタイワンコモチシダK＋。
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